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3．東芝汎用ディジタルガンマカメラGCA－601Eによ

　　る123HMP－SPECTの使用経験
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　ガンマカメラ回転型SPECTは一般に多検出器型

SPECTに比較して感度が劣るとされているが，われわ

れは本年3月より傾斜角23．5°，回転半径15cmの1231

用スラントホールコリメータを東芝製汎用ディジタルガ

ンマカメラGCA－601　Eに装着して，脳血管障害を中心

にIMP（N－lsopropyl－P－［1231］Iodoamphetamine）によ

るSPECTの臨床経験を得たので報告する．臨床例に先

立ち，ファントムによる基礎的検討ではhot　lesionの

FWHMは39．2　mm，　cold　lesionの検出能は9．2㎜

と満足すべき結果を得た．

　対象は生後2週間の乳児から75歳までの平均54．3歳

の31例で，虚血性脳血管障害13例，椎骨脳底循環不

全症5例，bypass術後4例，痴呆3例，などであった．

　スラントホールコリメータによるIMP－SPECTは空

間分解能，再現性，深部病変や後頭蓋窩病変の検出にす

ぐれていた反面，絶対値としての定量ができず，検査，

画像処理にやや時間を要するなど，検討すべき課題もあ

った．

4．健常者の脳血流と呼気中炭酸ガス濃度について
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　われわれはHeadtomeを用い133Xe吸入法による局

所脳血流（以下rCBF）測定を行っている．その際の吸

入装置にはマウスピースを使用している．この場合終末

呼気炭酸ガス濃度（以下％CO2）がrCBFにどのよう

な影響を与えているのかを検討してみた．健常人ボラン

ティア34例での％CO　2は平均5．74％であったが，

4～7％まで広い変動を示した．さらに6例のボランテ

ィアによるくり返し測定の際のrCBFの変動と％CO2

の変化を比較してみると，全例とも1％の％CO　2の

変化によりrCBFは7．5　mt／min・1009の変動を呈する

ことが確かめられた．この変動はrCBFの定量評価を
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行う場合無視できない値であり，なんらかの補正が必要

となる．しかし％CO2に対するrCBFの変動は年齢や

疾患においても一定の値とはならず，どのように補正す

るかが今後の検討課題である．

5．mHMPによるてんかん症例の検討
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　真性てんかん20症例21検査の間けつ期の1231－IMP

SPECT像を検討した．脳波で片側半球に焦点を限局で

きた19例のうち，IMP静注30分後のスキャンで同部

に肉眼的に集積低下を示したものは7例であった．発作

頻度が高いものほど脳波に一致して異常所見がよくみら

れ，重症度との関係が疑われる．全例X線CT像に異

常なく，1231－IMP　SPECTはてんかんの画像化手段とし

て有用性があると考えられるが，今回の検討では脳波と

一致しない集積低下部位をもつものも計6例あり，読影

には注意を要すると考える．

6．99mTc・hexamethylpropyleneamine　oxime（99mTc・HM－

　PAO）による脳血流シンチグラフィ
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　脳血管障害の患者41例に99mTc－hexamethylpropy－

leneamine　oxime（以下HM－PAO）による脳血流シンチ

グラフィを施行した．異常部位はCTスキャンとほぼ同

様の部位に集積低下として認められた．CTスキャンで

異常がなく，99mTc－HM－PAOで異常所見を認めたもの

はもやもや病に多く，反対にCTスキャンで示される異

常がHM－PAOで検出できなかったのは小梗塞であっ

た．1231－IMPと99mTc・HM－PAOはほぼ同様の所見を

示したが，1231－IMPのほうが集積低下部位がやや広く

認められる傾向があった．病巣と同一スライス面での対

側のカウントの比は高く，定量的に病巣を指摘するは困

難と思われた．大脳のびまん性の血流低下をみるため，

灰白質と小脳の比を取ってみたが，疾患や病巣側と正常

側に有意差を認めなかった．以上より，99mTc－HM－PAO
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